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県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
、
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
と
関
連
さ
せ
、
新
学
習
指
導
要
領
で

示
さ
れ
た
学
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
「
確
か
な

学
力
」
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
悉
皆
方
式

か
ら
抽
出
方
式
に
変
わ
り
、
本
事
業
指
定
校
に
お
け
る
研

究
も
前
年
度
ま
で
に
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
学
習
指

導
要
領
が
小
学
校
で
全
面
実
施
と
な
る
前
年
と
い
う
こ
と

で
、
本
事
業
も
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
国
語
、
算
数
・
数
学
を
対
象
と
し
た

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
国
が
実
施
）
及
び
、
理
科
、

社
会
、
英
語
を
対
象
と
し
た
「
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査

（
県
が
実
施
）」
等
の
結
果
を
総
合
的
に
分
析
し
、
課
題
改

善
の
た
め
の
実
践
的
な
研
究
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
成
果
を

も
と
に
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
県
下
公
立
全
小
・
中
学

校
に
周
知
し
、
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
検
証
―
改
善
サ
イ
ク
ル
を
す
べ
て

の
学
校
で
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
下
の
す
べ
て
の

児
童
生
徒
の
「
確
か
な
学
力
」
の
一
層
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
ね
ら
い
に
し
て
い
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
の
育
成
に
係
る
実
践
研
究
支
援
委

員
会
（
学
力
向
上
推
進
協
議
会
）
の
開
催

　
本
委
員
会
は
、
山
梨
県
下
の
公
立
小
・
中
学
校
に
お
け

る
学
力
向
上
の
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
大
学
教

授
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
町
村
教
育
委
員
会
の
代
表
の
方
に
も
御

参
加
い
た
だ
く
中
で
、
事
業
内
容
を
検
討
し
、
指
導
、
助

言
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
委
員
長
を
山
梨
大
学
大
学
院
中
村
享
史
教

授
、
副
委
員
長
を
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
岩
永
正
史

教
授
に
委
嘱
し
、貴
重
な
御
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
授
業
改
善
プ
ラ
ン
の
作
成

　「
学
力
向
上
推
進
協
議
会
」
の
下
に
「
改
善
プ
ラ
ン
作

成
委
員
会
」
を
置
き
、「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
国
、

算
、
数
）」
及
び
「
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査
（
理
、
社
、

英
）」
の
結
果
に
つ
い
て
分
析
し
、
授
業
を
改
善
し
て
い

く
た
め
の
方
策
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
改
善
の
た
め
の
プ

ラ
ン
は
、
県
全
体
の
デ
ー
タ
を
全
国
と
比
較
し
、
分
析
し

た
項
目
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

今
年
度
の
プ
ラ
ン
の
特
徴
は
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
で
実
施
さ
れ
て
い
る
教
科
、
学
年
だ
け
で
な
く
、
全

て
の
教
科
等
や
学
年
で
、
学
力
向
上
の
た
め
の
授
業
改
善

の
た
め
の
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
、

分
析
の
視
点
を
統
一
し
て
作
成
し
た
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
研
究
指
定
校
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
「
学
力

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
の
関
連
性
も
示
し
、
改
善
の
た
め

の
具
体
的
な
取
組
方
法
も
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
各
小
・
中
学
校
で
は
、
授
業
改
善
プ
ラ
ン
作
成
の
方
法

を
参
考
に
、
自
校
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
プ
ラ
ン
作
成
を

進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
は
抽
出
調
査
と
な
っ
た
た
め
、

調
査
を
受
け
て
い
な
い
学
校
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
だ
け
で
な
く
、
各
学
校
が
独
自
に
行

う
学
力
テ
ス
ト
等
か
ら
も
、児
童
生
徒
の
素
点
デ
ー
タ
と
、

質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
打
ち
込
め
ば
、
全
国
の
値

と
比
べ
て
自
校
の
状
況
が
把
握
で
き
る
「
集
計
ツ
ー
ル
」

も
作
成
し
、
公
開
し
ま
し
た
。

■
学
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

　
県
下
各
地
域
の
研
究
指
定
校
に
お
い
て
、
取
組
内
容
が

ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
大
き
な
成
果
を
あ
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
指
定
校
だ
っ
た
学
校
は
次
の
学
校
で
す
。
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〔分析の視点〕

・全体の正答数分

布から

・領域別の傾向か

ら

・評価観点別の傾

向から

・質問紙調査との

クロス集計から

〔分析の手順〕

(1)結果を見る

(2)分析する

(3)課題をあげる

(4)改善プランを考

える

「
確
か
な
学
力
」
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て

― 

義
務
教
育
課 

―

特　集１

授業改善プランの一部



○
平
成
十
九
～
二
十
一
年
度
「『
確
か
な
学
力
』
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
事
業
」
に
お
け
る
研
究
指
定
校

　(

小
・
中
学
校
各
五
校
、
計
十
校)

　
・
北
杜
市
立
小
淵
沢
小
学
校

　
・
南
ア
ル
プ
ス
市
立
白
根
巨
摩
中
学
校

　
・
甲
府
市
立
舞
鶴
小
学
校

　
・
甲
府
市
立
西
中
学
校

　
・
笛
吹
市
立
石
和
西
小
学
校

　
・
山
梨
市
立
笛
川
中
学
校

　
・
富
士
川
町
立
鰍
沢
小
学
校

　
・
富
士
川
町
立
鰍
沢
中
学
校

　
・
忍
野
村
立
忍
野
小
学
校

　
・
上
野
原
市
立
上
野
原
西
中
学
校

○
平
成
二
十
～
二
十
二
年
度「
学
力
向
上
実
践
研
究
事
業
」

(

「
確
か
な
学
力
の
育
成
に
係
る
実
践
的
研
究
」)

研
究

指
定
校(

小
・
中
学
校
各
一
校
、
計
二
校)

　
・
富
士
川
町
立
増
穂
小
学
校

　
・
市
川
三
郷
町
立
三
珠
中
学
校

　
こ
れ
ら
の
学
校
が
学
力
向
上
の
た
め
に
研
究
し
た
成
果

を
「
学
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
分
か
り
や
す
く
ま

と
め
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
部
で
十
三
の
項
目
で

分
類
し
て
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
学
習
規
律
の
確
立
」「
繰

り
返
し
学
習
の
重
視
」「
学
習
習
慣
の
確
立
」「
帯
学
習
の

実
施
」「
補
習
学
習
、
学
習
相
談
の
実
施
」「
家
庭
、
地
域

と
の
連
携
、
授
業
の
公
開
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
下
に
さ
ら
に
細
か
い
取
組
例
を
あ

げ
ま
し
た
の
で
、
全
部
で
45
個
も
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
力
向
上
の
取
組

を
考
え
る
際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
県
下
の
全
小
・

中
学
校
に
、「
一
人
一
実
践
」「
一
校
一
実
践
」
と
し
て
、

効
果
的
な
取
組
を
推
進
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

■
学
力
向
上
の
集
い
の
開
催

　
一
月
末
か
ら
二
月
に
か
け
て
、県
下
五
カ
所
に
お
い
て
、

学
校
関
係
者
、
保
護
者
、
地
域
の
教
育
関
係
者
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
学
力
に
つ
い
て
の
と

ら
え
方
を
共
有
し
、
そ
の
向
上
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
為
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
情
報
や
意
見
を
交
換
す
る

場
と
し
て
「
学
力
向
上
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
各
地
区
で
研
究
指
定
校
で
あ
っ
た
学
校
等
か

ら
の
発
表
や
学
力
向
上
推
進
協
議
会
の
大
学
教
授
か
ら
、

学
力
向
上
に
向
け
て
の
家
庭
で
の
取
組
に
つ
い
て
の
講
演

で
し
た
。

　
保
護
者
の
代
表
の
方
も
御
参
加
い
た
だ
く
と
い
う
試
み

で
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
た
い
へ
ん
参
考
に

な
っ
た
」「
他
の
保
護
者
に
も
今
日
の
お
話
を
聞
か
せ
た

い
」
等
の
貴
重
な
御
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
授
業
力
養
成
講
座
の
開
催

　
県
外
講
師
を
招
聘
し
、
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ

て
い
る
学
力
の
育
成
に
資
す
る
授
業
づ
く
り
等
に
つ
い
て

学
習
し
、
山
梨
県
内
の
小
・
中
学
校
教
員
の
授
業
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
教
員
を
対
象
と
し
て
「
授
業
力
養
成
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
昭
和
町
立
押
原
小
学
校
と
都
留
市
立
東
桂
中
学
校
を
会

場
に
、
そ
れ
ぞ
れ
算
数
科
と
数
学
科
の
授
業
を
行
い
、
国

立
教
育
政
策
研
究

所
の
調
査
官
の
先

生
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
充
実

し
た
内
容
の
研
修

を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
両
日

と
も
に
参
加
者
が

教
室
に
入
り
き
れ

な
い
ほ
ど
の
盛
会

と
な
り
、「
来
年

度
は
も
っ
と
こ
う
い
う
機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
度
に
実
施
し
た
主
な
取
組
に
つ
い
て
簡

単
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
ま
と
め
、
次

年
度
に
お
い
て
も
さ
ら
に
充
実
し
た
事
業
内
容
と
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
次
の
「
確
か
な
学
力
」
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

事
業
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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【
概
要
】

　
平
成
二
十
年
度
か
ら
三
年
間
、
文
部
科
学
省
の
「
地
域

産
業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
農
林
水
産
省
の

「
地
域
連
携
農
業
高
校
実
践
教
育
推
進
事
業
」
の
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
指
定
を
受
け
、
本
県
の
農
業
や
林
業
、

建
設
業
、
造
園
業
、
食
品
加
工
な
ど
の
地
域
産
業
を
理
解

し
、
専
門
的
な
技
術
・
技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
、
県
内

農
業
系
高
等
学
校
（
北
杜
、
農
林
、
山
梨
園
芸
）
と
農
家
・

企
業
・
関
係
機
関
が
連
携
を
図
り
、

　
①
実
践
的
技
術
を
習
得
す
る
生
徒
の
現
場
実
習

　
②
技
術
者
等
に
よ
る
学
校
で
の
実
践
的
授
業

　
③
教
員
の
高
度
技
術
習
得
を
目
標
と
し
た
研
修

　
④
農
家
や
企
業
と
の
共
同
研
究

等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
過
程
で

は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
型
問
題
解
決
能
力
の
醸
成
と
地

域
産
業
を
担
う
実
践
的
技
術
を
有
す
る
人
材
育
成
に
努
め

ま
し
た
。

【
背
景
】

○
産
業
界
の
現
状
と
課
題

　
本
県
農
業
は
、
首
都
圏
に
近
い
有
利
な
立
地
条
件
や
変

化
に
富
ん
だ
自
然
条
件
を
活
か
し
、
農
業
者
の
努
力
と
高

度
な
生
産
技
術
の
確
立
な
ど
に
よ
り
、
果
樹
、
水
稲
、
野

菜
な
ど
特
色
あ
る
産
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
特
に
果
樹

が
農
業
生
産
額
の
五
割
以
上
を
占
め
、
ぶ
ど
う
、
も
も
、

す
も
も
は
、
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
従
事
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
農
業
生
産
性
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
解
決
策
と
し
て
農
業

を
は
じ
め
関
連
す
る
地
域
産
業
の
担
い
手
の
育
成
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
農
業
系
高
等
学
校
の
現
状
と
課
題

　
こ
れ
ま
で
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
を
展
開
し
、
特
色
あ

る
高
校
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。農
林
高
校
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
「
日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
の
研
究
指

定
を
受
け
、
専
門
教
育
の
活
性
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
生
徒
の
多
く
が
地
域
の
産

業
界
に
就
職
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
非
農
家
出
身
者
が

多
く
な
り
、
農
業
及
び
そ
の
関
連
産
業
の
就
農
・
就
職
上

の
受
け
入
れ
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
農
業
の
担
い

手
育
成
は
現
実
的
に
は
、
難
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
内
の
農
業
教
育
機
関
で
あ
る
農
業
系
高

校
と
専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
が
、
連
携
し
継
続

的
・
系
統
的
な
農
業
教
育
を
し
て
い
く
こ
と
で
、「
ま
ず
、

農
業
に
関
心
を
持
つ
こ
と
や
地
域
の
実
態
や
地
域
産
業
に

つ
い
て
知
る
機
会
に
し
て
い
く
こ
と
が
将
来
の
担
い
手
確

保
に
つ
な
が
る
」
と
考
え
、
平
成
十
九
年
度
に
農
業
系
高

校
と
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
と
が
連
携
教
育
の
協
定
書
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、平
成
二
十
二
年
五
月
に
は
、

新
設
さ
れ
た
笛
吹
高
校
を
加
え
再
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
相
互
交
流
に
関
す
る

こ
と
、②
教
育
発
展
に
向
け
た
情
報
交
換
に
関
す
る
こ
と
、

③
指
導
者
の
相
互
派
遣
、
学
生
・
生
徒
の
研
修
に
関
す
る

こ
と
、
な
ど
教
育
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
農
業
系
高
等
学
校
へ
の
ニ
ー
ズ

　
産
業
界
が
求
め
る
人
材
像
と
生
徒
が
身
に
付
け
た
職
業

観
・
勤
労
観
の
高
さ
や
キ
ャ
リ
ア
能
力
と
の
格
差
が
指
摘

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
農
家
や
企
業
連
携
に
よ
る
実
践
的

な
技
術
指

導
の
必
要

性
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら

の
現
状
と

課
題
か
ら
、

概
要
図
の

人
材
育
成

連
携
推
進

委
員
会
が

中
心
と
な

り
事
業
執

行
を
行
い

ま
し
た
。
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● 特集２：「地域産業の担い手育成プロジェクト」（食・くらしを支える専門的職業人育成事業）について ●

「
地
域
産
業
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
食
・
く
ら
し
を
支
え
る
専
門
的
職
業
人
育
成
事
業
）に
つ
い
て

― 

高
校
教
育
課 

―

特　集 2

概要図



【
目
的
】

　
生
徒
の
地
域
産
業
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

専
門
的
な
知
識
・
技
術
・
技
能
の
向
上
や
資
格
取
得
の
向

上
を
図
り
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
、
専
門
学
習
に
取
り
組

み
、
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
む
こ
と
を
通
じ
、
①
農
業
後

継
者
の
育
成
（
含
む
農
業
系
上
級
学
校
へ
の
進
学
後
の
就

農
）、
②
地
域
の
農
業
と
食
・
環
境
に
関
連
す
る
産
業
技

術
者
の
育
成
、
③
地
域
の
農
業
を
理
解
し
農
業
の
振
興
に

積
極
的
に
関
与
で
き
る
人
材
の
育
成
、
ま
た
、
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
が
非
農
家
で
あ
る
と
い
う
現
状
か
ら
農
地
を
取
得

し
て
の
就
農
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
新
し
い
動
向
で
あ
る

農
業
生
産
法
人
な
ど
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
り
興
味
・
関

心
を
持
た
せ
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
さ
ら
に
地
域
社
会
を
担
う
と
い
う
観
点
も
加

え
、
④
地
域
や
地
域
産
業
の
動
向
に
関
心
を
持
ち
、
地
域

産
業
を
直
接
・
間
接
的
に
支
え
て
い
く
意
識
を
持
っ
た
人

材
を
育
成
す
る
。
等
の
現
実
に
目
を
向
け
た
生
徒
像
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

【
目
標
】

　
○
生
徒
・
教
員
・
保
護
者
の
満
足
度
　
　
八
十
％
以
上

　
○
農
家
・
関
係
企
業
の
満
足
度
　
　
　
　
八
十
％
以
上

　
○
農
家
・
関
係
企
業
実
習
等
へ
の
参
加
生
徒
数

延
べ
八
九
八
名
以
上

　
○
高
度
技
術
習
得
の
現
場
研
修
へ
の
参
加
教
員
数

延
べ
二
十
名
以
上

　
○
本
事
業
へ
の
参
加
企
業
数
　
　
　
　
　
五
十
社
以
上

　
○
技
能
検
定
合
格
者
、
資
格
取
得
者
　
八
九
八
名
以
上

　
○
農
業
系
高
校
生
の
県
内
企
業
へ
の
就
職
率

九
十
五
％
以
上

　
○
農
業
系
上
級
学
校
へ
の
進
学
者 

　
　
九
人
以
上

【
実
践
研
究
】

　
各
校
各
学
科
の
現
場
実
習
や
見
学
、
技
術
者
に
よ
る
講

義
実
習
を
検
討
し
、
教
育
現
場
で
は
十
分
に
指
導
の
で
き

な
い
面
や
新
し
い
技
術
を
伸
長
す
る
た
め
に
農
家
・
企
業
・

関
係
機
関
等
と
の
協
力
を
得
て
、
実
施
し
ま
し
た
。
農
業

系
高
校
で
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
法

を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
農
家
・
企
業
と
の
共
同
研
究
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。

①
生
徒
の
現
場
実
習
・
現
場
見
学

　
高
校
生
が
農
業
・
林
業
な
ど
食
や
く
ら
し
に
関
わ
る

現
場
の
実
情
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
学
校
で
は
体
験

の
で
き
な
い
実
践
的
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
実
践
的
な

技
術
・
技
能
の
習
得
や
職
業
観
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
現
場
見
学

は
、
企
業
の

製

造

現

場

や

工

事

現

場
、
販
売
現

場
な
ど
を
見

学
し
、
も
の

づ
く
り
や
地

域
産
業
に
つ

い
て
の
理
解

を
深
め
ま
し

た
。

②
技
術
者
等
に
よ
る
学
校
で
の
実
践
的
指
導

　
農
家
、
農
業
大
学
校
講
師
、
建
築
業
、
製
菓
会
社
な

ど
企
業
人
等
に
よ
る
農
業
高
校
生
の
技
術
・
技
能
向
上

や
実
践
的
な
知
識
習
得
を
目
的
に
、
実
践
的
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
進
め
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
に
は
、
延
べ
六
五
九
名
、
平
成
二
十
一

年
に
は
、
延
べ
八
九
四
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

③
教
員
の
高
度
技
術
習
得

　
モ
モ
の
仕
立
て
法
、
切
り
花
生
産
技
術
、
野
菜
栽
培

技
術
、
市
場
研
修
等
を
行
い
ま
し
た
。

④
農
家
・
企
業
と
の
共
同
研
究

　
農
家
・
農
業
大
学
校
と
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
整
枝
法
の
改

良
、
製
菓
会
社
と
の
地
域
特
産
品
果
実
を
使
用
し
た
商

品
開
発
な
ど
を
共
同
研
究
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、
も
の

づ
く
り
技
術
の
お
も
し
ろ
さ
、
奥
深
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【
事
業
の
成
果
と
課
題
】

○
成
果

①
生
徒
・
教
員
・
企
業
等
　
満
足
度
は
八
十
％
以
上
で
あ

り
、
生
徒
は
、
地
域
や
地
域
産
業
と
の
連
携
に
よ
り
、

学
ぶ
目
的
が
明
確
化
し
、
学
ぶ
意
欲
、
働
く
意
欲
、
働

く
姿
勢
が
向
上
し
ま
し
た
。

②
農
業
大
学
校
等
へ
の
進
学
者
の
増
加

③
教
員
の
学
校
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

④
地
域
と
の
共
同
研
究
の
充
実
等
設
定
し
た
目
標
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
課
題

①
事
業
展
開
の
拡
大
と
協
力
企
業
の
開
拓

②
企
業
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

③
地
域
に
密
着
し
た
共
同
研
究
の
実
践

【
ま
と
め
】　

　
得
ら
れ
た
成
果
を

今
後
は
農
業
系
高
等

学
校
全
学
科
で
普
及

を
図
り
、
本
県
や
食

く
ら
し
に
関
わ
る
産

業
の
人
材
育
成
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
地

域
産
業
全
体
へ
更
な

る
貢
献
が
で
き
れ
ば

幸
い
と
存
じ
ま
す
。
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● 特集 2：「地域産業の担い手育成プロジェクト」（食・くらしを支える専門的職業人育成事業）について ●

地元企業との特産品開発

農家による苗木植え付け指導



一
　
事
業
の
目
的

　
本
事
業
は
、
青
少
年
に
心
の
豊
か
さ
や
た
く
ま
し
さ

を
育
む
と
と
も
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質

向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
八
丈
島
の
大
自
然

を
舞
台
に
、
八
泊
九
日
に
及
ぶ
野
外
活
動
生
活
を
行

い
、
友
情
・
連
帯
・
奉
仕
・
開
拓
・
交
流
の
精
神
を
涵

養
し
ま
す
。

二
　
事
業
の
内
容

　
本
事
業
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

本
年
度
で
二
十
三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
全
中
学

校
を
通
し
て
参
加
者
を
募
り
、
八
十
一
（
男
五
十
・
女

三
十
一
）
名
の
応
募
が
あ
り
、
抽
選
会
を
経
て
五
十
（
男

女
共
二
十
五
）
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

①
事
前
説
明
会
（
六
月
十
三
日
）

　
健
康
面
の
把
握
に
主
眼
を
お
い
た
面
接
の
実
施
、

事
業
の
詳
し
い
内
容
・
準
備
等
の
説
明
や
連
絡
、
事

前
研
修
ま
で
の
課
題
を
提
示
し
ま
し
た
。

②
事
前
研
修
（
七
月
三
～
四
日
）

　
集
団
（
全
体
・
班
）
作
り
を
中
心
に
、
野
外
炊
飯

や
テ
ン
ト
ア
ッ
プ
・
ブ
レ
イ
ク
等
野
外
活
動
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
ス
ノ
ー
ケ
ル
の
実
習
を
行
い
、
現
地
研

修
に
備
え
ま
し
た
。

③
現
地
研
修
（
八
月
一
～
九
日
）

　
片
道
お
よ
そ
十
時
間
に
及
ぶ
船
で
の
生
活
（
往
路

は
船
中
泊
）
、
テ
ン
ト
ア
ッ
プ
や
か
ま
ど
作
り
等
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
の
設
営
、
野
外
炊
飯
、
二
度
の
八
丈
島

小
中
学
生
と
の
交
流
、
ス
ノ
ー
ケ
ル
体
験
、
漁
業
体

験
（
く
さ
や
工
場
の
見
学
と
漁
船
で
の
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
）
、
サ
バ
イ
バ
ル
踏
破
（
島
内
で
野
宿
し
て
の
一

泊
二
日
）
、
自
主
企
画
（
参
加
者
一
人
一
人
の
企
画

に
よ
る
八
丈
体
験
）
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
撤
収
等
、

様
々
な
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

④
事
後
研
修
（
八
月
十
八
日
）

　
現
地
研
修
の
反
省
を
行
い
、
八
丈
島
で
交
流
し
た

小
中
学
生
が
、
島
外
体
験
と
し
て
山
梨
に
来
県
し
た

機
会
に
、
三
度
目
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

三
　
事
業
の
成
果

　
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
結
果
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
成

果
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

○
長
期
の
集
団
生
活
の
中
で
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
経

験
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
長
期
の
集
団
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
が

ま
ん
強
さ
」
「
や
さ
し
さ
」
「
楽
天
的
な
思
考
」
が
身

に
付
く
機
会
と
な
っ
た
。

○
雄
大
な
自
然
の
中
で
の
直
接
体
験
が
、
参
加
者
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
自
然
に
対
す
る
新
し
い

見
方
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

○
積
極
性
・
自
主
性
が
増
し
た
生
徒
が
多
く
、
前
向
き

に
日
常
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、「IK

R

（
生
き
る
力
）
評
定
用
紙
（
簡
易
版
）
」

を
用
い
た
分
析
か
ら
も
、
自
主
性
・
明
朗
性
・
判
断
力

や
身
体
的
耐
性
に
つ
い
て
、
効
果
的
で
あ
り
、
「
生
き

る
力
」
を
育
む
上
で
有
効
で
あ
る
と
す
る
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　
昨
今
、
青
少
年
期
に
お
け
る
体
験
活
動
（
特
に
自
然

体
験
活
動
）
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

有
意
義
な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
の
様
子
は
、
県
庁
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。
併
せ
て
、
事
業
報
告
書
も
御
一
読
く
だ
さ

い
。
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● 青少年長期自然体験活動事業 ●

青
少
年
長
期
自
然
体
験
活
動
事
業

～
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
「
や
ま
な
し
少
年
海
洋
道
中
」
を
実
施
し
て
　
　
　
　
― 

社
会
教
育
課 

―  



１　調査の概要

（１）調査内容	 新体力テスト（８種目）

		  健康実態調査（１０項目）

（２）実施時期	 平成２２年４月～７月

（３）実 施 率	 １００％

県内公立小（１９６校）・中（９１校）・

高（全日３３校、定時８校）全て実施

（４）実施人数

　　　　　　　合計　　９０，３５０人 

２　調査結果の概要

（１）体力・運動能力の実態

○共通３種目（握力・50m 走・ボール投げ）について

継続的データを見ますと、昭和 50 年代をピークに

低下傾向が見られましたが本調査を開始した平成

17 年頃からほぼ横ばい傾向を示していることから、

本県の児童生徒の体力低下にある程度の歯止めがか

かったと言えます。

○体力合計点の平均値は、平成 17 年度と比較し、男

女ともに連続した改善傾向が見られています。した

がって近年は微増ではありますが着実に体力が向上

していると言えます。しかしながら、全国と比較し

ますと女子の 14 ～ 16 歳においてはやや全国レベ

ルを上回りましたが、他の年齢及び男子においては

依然低い水準にあります。各測定項目別に見ますと、

本県児童生徒の体力・運動能力の特徴として、筋力・

柔軟性といった体力要素と比較し、走・跳・投など

技術や身体の操作性が求められる運動能力が低い傾

向が見られます。

○総合評価から体力の傾向を見ますと、平成 17 年度

から優れているＡ・Ｂ評価の割合が増加し、劣って

いるＤ・Ｅ評価の割合が減少しており、わずかでは

ありますが改善の傾向が見られています。

（２）健康実態調査における生活習慣と体力の傾向

○平成 17 年度からの推移を見ますと、全体的に 5 年

間において改善傾向が見られました。特に中学校・

高等学校の改善率が高いのですが、小学校低・中学

年においては生活習慣の低下及び停滞傾向が見られ

ました。

○運動習慣については、男女ともに中学校期を境に「運

動をしない」傾向が高まり、特に女子の「運動をし

ない」傾向は男子より早く訪れ、その割合も大きい

です。男女ともに運動の実施頻度と体力合計点の間

には比例関係が見られました。

○朝食摂取については、男女ともに 13 歳以降「毎日

食べる」割合が低下傾向にあり、「毎日食べない」

割合が増加傾向にあります。「毎日食べる」児童生

徒の体力合計点は高い傾向にあります。

○睡眠時間については、男女ともに加齢に伴い減少し

ます。小学校期では 6 時間未満の児童の体力合計

点は低い傾向が見られましたが、高等学校期になる

とむしろ 8 時間以上の生徒の体力合計点が低い傾

向が見られました。

３　今後の課題

　調査開始から 6 年間で全体的な改善傾向は見られ

ています。しかし、基礎的な体力要素と比較し、技術

や身体の操作性を伴った運動能力に課題があります。

したがって各学校においては、体育・保健体育の授業

の中で発達段階に応じて基本的な動きを身に付けなが

ら、基礎的な技能の向上を図ることのできるような教

材研究や実践のあり方を充実させることが重要です。

　また、小学校低学年からの健康的な生活習慣の確立

に向けた継続的な取組をするとともに、家庭での健康

的な生活スタイルや生活リズムの意識及び行動のあり

方を再考していくことが必要であり、学校から保護者

への啓発を図ることがより一層求めら

れます。

＜調査結果掲載ページ＞

http://www.kai.ed.jp/

tairyoku/tairyokutest/index.html
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●平成２２年度　新体力テスト・健康実態調査　結果の概要 ●

＊県教育委員会では、児童生徒の健康・体力の向上と、
体育・スポーツ活動の指導上の基礎資料として活用
することを目的に、平成 17 年度より県内全公立小・
中・高等学校児童生徒を対象にした「新体力テスト・
健康実態調査」を実施しています。この調査結果の
分析・考察につきましては山梨大学（保健体育講座・
生涯スポーツ健康科学コース）に委託しており、こ
の度、調査結果がまとまりましたので、その概要に
ついてお知らせいたします。

平成２２年度　新体力テスト・健康実態調査　結果の概要

― スポーツ健康課 ―



　モーリス・ドニ (1870-1943) は、19 世紀フランス

で活躍した象徴派の画家です。神秘的な主題を多く描

いたドニですが、近年、「家族」や「子ども」も重要

なテーマであったことが指摘されています。本展は、

描かれた家族や子どもたちの成長をたどることで、ド

ニの芸術の変遷を再考する日本で初めての試みです。

　北フランスに育ったドニは、18 歳で画家を志し、

パリに移り住みます。美術学校に入学するものの、伝

統的な技法ばかりを教える授業に飽きたらず、そこで

知り合った友人たちと、新しい絵画を模索し始めまし

た。当時のパリでは自然を模倣するだけでなく、人間

の内奥を描こうとする動きが生まれていました。ドニ

と仲間たちは、純粋な色彩と単純な形態を生み出した

ゴーギャンに憧れて、「ナビ派」（ヘブライ語で預言者

の意味）と呼ばれるグループを結成しました。

　モーリス・ドニといえば、まずはナビ派のリーダー

として紹介されます。しかし、実際にはナビ派の活動

はごく短いものでした。ナビ派が解散した後、熱心な

カトリック信徒であったドニは、芸術と信仰が調和し

た情熱的な作品をつくりあげました。また一方で、衝

立パネルやステンドグラス、舞台美術など、装飾美術

の分野でも優れた作品を残しています。しかし、こう

した幅広い作品のなかに変わりなく流れているのは、

神に守られた平和のイメージでした。ドニは優美な曲

線と神秘的な色彩によって、幸福なイメージを身近な

風景の中に描き込みました。

　ドニの作品には、子どもや家族の親密な情景が頻繁

に登場します。パリ郊外の自宅や、ブルターニュでの

ヴァカンス、海外旅行まで、あらゆる場面でドニは愛

する子どもたちを描きました。ある時は神話や聖書の

物語のなかに、ある時は装飾画のなかにも、その姿を

発見出来ます。ドニにとって「子ども」という存在は、

家族の枠組みをこえた「生」の象徴であったといえる

でしょう。

　本展は世界初公開作品を含む約 100 点を展示しま

す。美しい色彩が奏でる家族の絆に囲まれて、癒しの

ひとときをお過ごしください。

《家族の肖像》1902 年　個人蔵　フランス

 

《ボクシング》1918 年頃　個人蔵　ベルギー

　当館では、校外学習ほか、クラス・部活単位でも見

学を受け入れています。

　会話やクイズ形式で作品の解説を行い、ただ「見る」

だけではわからない、作品の秘密に迫ります。

　土曜日は子供たちの観覧が無料です。業務視察も可

能です。

　また、5 月 17 日 ( 火 ) 午後 4:00 から、教師のため

の鑑賞会を開催します。お気軽にお問合せください。

会　期：4 月 16 日～ 6 月 12 日

料　金：一般 1000 円　大・高生 500 円

　　　　中・小生 260 円
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● モーリス・ドニ　いのちの輝き、子どものいる風景 ●

モーリス・ドニ　いのちの輝き、子どものいる風景

― 県立美術館 ―



　
富
士
に
寄
せ
る
篤
い
信
仰
と
親
愛
の
情
を
、
日
本
人
は

い
に
し
え
よ
り
美
術
や
文
学
に
繰
り
返
し
表
現
し
て
き
ま

し
た
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
描
か
れ
た
富
士
の
絵
画

の
う
ち
、
世
界
で
最
も
親
し
ま
れ
て
い
る
の
が
、　
飾
北

斎
の
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
で
す
。

　
本
展
で
は
、
全
四
十
六
点
に
加
え
、
北
斎
が
富
士
図
に

か
け
た
想
い
や
、
甲
斐
と
の
関
わ
り
が
見
え
る
作
品
を
通

じ
て
、
北
斎
の
人
と
な
り
を
紹
介
し
ま
す
。

□
北
斎
の
冨
嶽
三
十
六
景

　

天

保

二

年

(

一
八
三
一)

頃
、

七
〇
歳
を
越
え

た
北
斎
は
、
富

士
の
錦
絵
連
作

「
冨
嶽
三
十
六

景
」
を
出
版
し

ま
し
た
。
季
節

や
場
所
、
時
間

に
よ
っ
て
う
つ

り
変
わ
る
富
士

の
姿
を
、
北
斎

は
鋭
い
観
察
眼

で
と
ら
え
、
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
発
想
で
味
付
け
し
、
斬

新
な
構
図
と
卓
抜
し
た
描
写
で
表
現
し
ま
し
た
。
今
も
な

お
、
世
界
中
に
日
本
の
富
士
の
魅
力
と
、
富
士
に
寄
せ
る

日
本
人
の
思
い
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

□
北
斎
の
富
士

　「
冨
嶽
三
十
六

景
」
以
前
、
北
斎

は
読
本
の
挿
絵

や
狂
歌
を
伴
っ
た

摺
物
、
東
海
道

五
十
三
次
な
ど
の

錦
絵
の
中
で
、
富

士
山
を
点
景
と
し

て
描
き
込
ん
で
い

ま
し
た
。
富
士
を

描
く
こ
と
へ
の
興

味
は
、
次
第
に
富

士
の
連
作
構
想
へ
と
拡
が
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
冨
嶽

三
十
六
景
」
後
も
描
き
切
れ
な
か
っ
た
分
を
絵
本
『
富
嶽

百
景
』
の
制
作
な
ど
に
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

□
北
斎
と
甲
斐
の
国

　
北
斎
が
甲
斐
の
国
を
実
際
に
訪
ね
た
と
い
う
記
録
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
北
斎
の
作
品
の
中
に
多
く
の
甲

斐
の
景
観
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
れ
ら
に
は
、

現
在
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
景
色
や
風
俗
、
地
名
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
斎
が
下
絵
を
描
い
た
と
伝

え
る
谷
村
下
町
の
八
朔
祭
屋
台
幕
も
展
示
し
ま
す
。
北
斎

の
作
品
か
ら
江
戸
時
代
の
文
化
や
く
ら
し
を
読
み
解
く
楽

し
み
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

会
　
期
　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
九
日
（
土
）
～

　
　
　
　
五
月
九
日
（
月
）
＊
展
示
替
が
あ
り
ま
す
。

観
覧
料

＊
常
設
展
観
覧
券
で
観
覧
可
能

　
一
　
　
般
　
五
〇
〇
（
四
〇
〇
）
円

　
高
・
大
生  

二
一
〇
（
一
六
〇
）
円

　
小
・
中
生
　
一
〇
〇
（  

八
〇
）
円

＊
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
の
児

童
・
生
徒
は
土
曜
日
無
料
。

＊
六
十
五
歳
以
上
の
方
、
障
害
者
手
帳
を
ご
持
参
の
方
は

無
料
。

＊(

　)

内
は
二
十
名
以
上
の
団
体
、
県
内
宿
泊
者
の
割

引
料
金
。
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●北斎の冨嶽三十六景（県立博物館開館５周年・　飾北斎生誕２５０年記念特別展）●

北
斎
の
冨
嶽
三
十
六
景
（
県
立
博
物
館
開
館
五
周
年
・
　　飾
北
斎
生
誕
二
五
〇
年
記
念
特
別
展
）

― 

県
立
博
物
館 

―

「冨嶽三十六景　甲州石班澤」
富士川の急流に網打つ漁師

「千絵の海 甲州火振」（4/13 〜 5/9 に展示）
夜、火を焚いて魚をおびき出す。今は廃れてしまった漁。
夜空の描写は欧米の芸術家を驚かせた。

「琉球八景　長虹秋霽」
琉球の風景にまで富士の姿が



　
日
本
映
画
の
百
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
森
鷗
外
、
夏
目
漱
石
、
樋
口
一
葉
、
井
伏
　
二
、
松

本
清
張
、
山
本
周
五
郎
、
井
上
靖
な
ど
、
小
説
作
品
を
原

作
と
し
た
映
画
が
数
多
く
制
作
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本

映
画
の
発
展
に
は
、
文
学
者
の
優
れ
た
作
品
が
、
絶
え
ず

関
わ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
本
展
で
は
、
東
京
都
在
住
の
畑
三
郎
氏
（
映
画
史
研
究

家
）
の
映
画
関
係
の
ポ
ス
タ
ー
、
ス
チ
ー
ル
写
真
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
軸
に
、
原
稿
な
ど
の

文
学
資
料
と
と
も
に
約
二
百
点
の
資
料
に
よ
り
、
文
学
と

映
画
の
関
わ
り
を
紹
介
し
、
日
本
映
画
に
取
り
込
ま
れ
た

文
学
の
魅
力
を
御
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
展
の
文
学
資
料
の
展
示
と
し
て
は
、
映
画
表
現
に
強

い
関
心
を
示
し
た
作
家
で
あ
る
谷
崎
潤
一
郎
、
泉
鏡
花
、

川
端
康
成
、
三
島
由
紀
夫
を
中
心
に
と
り
あ
げ
ま
す
。
特

に
、
谷
崎
潤
一
郎
（
一
八
八
六
～
一
九
六
五
　
東
京
生
ま

れ
　
小
説
家
）
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
五
月
、
横

浜
に
大
正
活
映
株
式
会
社
が
設
立
す
る
と
、
脚
本
部
顧
問

に
招
か
れ
、
初
の
シ
ナ
リ
オ
「
ア
マ
チ
ュ
ア
倶
楽
部
」
を

書
き
上
げ
、
続
い
て
「
葛
飾
砂
子
」（
泉
鏡
花
原
作
）
の

製
作
に
携
わ
る
な
ど
、
映
画
に
対
す
る
旺
盛
な
意
欲
を
見

せ
ま
す
。
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
の
関
東
大
震

災
の
被
害
に
よ
り
、
関
西
に
移
住
し
た
谷
崎
は
、
映
画
製

作
の
現
場
か
ら
は
離
れ
ま
す
が
、そ
の
後
も
「
痴
人
の
愛
」

「
春
琴
抄
」「
細
雪
」
な
ど
多
く
の
作
品
が
映
画
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
日
本
映
画
が
全
盛
と
な
る
一
九
五
〇
年
代

か
ら
六
〇
年
代
を
中
心
に
、
文
学
作
品
を
原
作
と
す
る
映

画
を
、ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
映
画
資
料
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
文
学
館
を
校
外
学
習
で
御
利
用
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
や
、
展
示
資
料

に
関
す
る
ク
イ
ズ
企
画
な
ど
も
用
意
い
た
し
ま
す
。
業
務

視
察
も
可
能
で
す
。お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
会
　
期

　
四
月
二
十
九
日
（
金
）
～
六
月
十
九
日
（
日
）

◆
観
覧
料

　
一
　
　
般
　
六
〇
〇
（
四
八
〇
）
円

　
大
・
高
生
　
四
〇
〇
（
三
二
〇
）
円

　
中
・
小
生
　
二
五
〇
（
二
〇
〇
）
円

　（
　
）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

　
県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
、障
害
者
及
び
介
護
者
、

土
曜
日
の
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援
学
校
生
の
観
覧
は

無
料
で
す
。

【
関
連
企
画
】　
　

◆
講
演
会

　「
小
沢
昭
一
的
　
映
画
の
こ
こ
ろ
」

　
五
月
七
日
（
土
）
午
後
二
時
三
〇
分

　
小
沢
昭
一
（
俳
優
）

聞
き
手 

遠
藤
三
郎
（
元
映
画
監
督
・
元
東
京
工
芸
大

学
教
授
）

※
入
場
無
料
、
当
館
ま
で
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
定
員
五
〇
〇
名
）

◆
映
画
鑑
賞
会

・
四
月
二
十
四
日
（
日
）
「
砂
の
器
」

・
五
月
　
十
五
日
（
日
）
「
洲
崎
パ
ラ
ダ
イ
ス
　

赤
信
号
」

・
五
月
二
十
九
日
（
日
）
「
細
雪
」

・
六
月
　
　
五
日
（
日
）
「
古
都
」

・
六
月
　
十
二
日
（
日
）
「
彼
岸
花
」

※
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
〇
分
～
、
入
場
無
料
、
申
込
不

要
、
定
員
五
百
名
。
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● 平成２３年春の企画展「文芸映画のたのしみ　谷崎潤一郎・泉鏡花・川端康成・三島由紀夫…」 ●

平
成
二
十
三
年
春
の
企
画
展

「
文
芸
映
画
の
た
の
し
み
　
谷
崎
潤
一
郎
・
泉
鏡
花
・
川
端
康
成
・
三
島
由
紀
夫
…
」　
　
　
　
― 

県
立
文
学
館
―  

谷崎潤一郎　私家版「細雪」原稿
日本近代文学館寄託



　県内の美術館、博物館等が、相互に連携して活性化を図り、活動の充実や利用者へのサービスの向上を目指

す「ミュージアム甲斐・ネットワーク」会員施設の紹介をします。

　当館があります身延町西島地区は、武田信玄に仕える武

士であった望月清兵衛が 1571 年に西島に製紙技術を伝え

たことからはじまり、400 余年の伝統をもつ、手すき和紙

の産地です。今年で開館 12 年目を迎えた当館は、文化を

継承する心が生きるこの地域で、日常生活の中にある豊か

さを発見し、自分自身の豊かさにつなげていただける場所

を目指しております。

　紙・陶磁器・染色・漆、ガラス・革・金属・七宝など多

彩な材料と技法を駆使して生まれる現代工芸の作品のほか

にも、日本画、洋画、書、彫刻など、さまざまな分野・年

代の作品群と特色あるテーマによる企画展を、年に 7 回

ほど開催しております。

　敷地内には、西島和紙をはじめとし、全国の和紙を展示

･ 販売する紙屋なかとみと、和紙の紙漉き体験ができる漉

屋なかとみも隣接されております。

住　　所　南巨摩郡身延町西島 345

電話番号　0556 － 20 － 4555

FAX 番号　0556 － 20 － 4557

休 館 日　火曜日（火曜日が祝日の場合はその翌日）

入 館 料　一　　　般  500 円（450 円）

　　　　　大・高校生  300 円（270 円）

　　　　　小・中学生  100 円（ 90 円）

　　　　　（　）内は 20 名様以上の団体料金

駐 車 場　大型バス 6 台、普通車 55 台、無料

Ｈ　　Ｐ　 http://www.town.minobu.lg.jp/washi

　富士五湖地方で初めての公立美術館として 1991 年 4 月

に開館しました。富士箱根伊豆国立公園内、河口湖東北岸

の湖を望む場所に位置する自然環境に恵まれた美術館で

す。

　富士の麓の美術館であるゆえ、コレクション活動の中心

は「富士山」。巨匠から若手まで、様々な表現による作品

－日本画、洋画、版画、写真など約 450 点の富士山コレ

クションを収蔵し、展示替えをしながら 20 ～ 30 点を常

設展示で公開。

　また、常設展示と並行しながら、様々な内容の企画展を

年間 4 ～ 5 本開催しています。生涯学習系施設として地

域住民に美術品鑑賞の機会を提供するとともに、観光地の

拠点施設の一つとして、美術による利用者の心のレクリ

エーションとなるような活動を行っています。

住　　所　南都留郡富士河口湖町河口 3170

　　　　　（無料駐車場あり）

電話番号　0555-73-2829

休 館 日　火曜日、展示替えのための休館

　　　　　（不定期）、年末の休館

開館時間　9 時 30 分から 17 時まで（入館は 16：30 まで）

　　　　　※ 冬季短縮あり（要問合せ）

入 館 料　一　般・大学生　800（720）円

　　　　　高校生・中学生　500（450）円

　　　　　カッコ内は 8 名以上の団体料金

ミュージアム甲斐・ネットワーク  

～県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して～

― 学術文化財課 ―
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● ミュージアム甲斐・ネットワーク〜県内博物館等の連携による活動の活性化と利用者サービス向上を目指して〜 ●

 なかとみ現代工芸美術館　（身延町）

河口湖美術館　（富士河口湖町）

建物外観池方向から 建物館内ギャラリー 建物館内喫茶



　この研究室は、小・中学生が考古学や歴史の楽しさを知
り、興味を持つ機会とするために県立考古博物館が毎年実
施しているものです。今年度の応募作品総数は２８６点、
参加総数は３９５人になりました。個人研究部門では、小・
中学生の児童生徒が自由なテーマで取り組んだことや統
一したテーマで取り組んだ個人研究・作品を、団体研究部
門では、学級・学年・学校で行った研究または統一したテ
ーマのもとで研究した児童・生徒個人の成果をとりまとめ
たものを対象としています。今年度の最優秀賞・優秀賞受
賞者は次のとおりです。
●個人研究部門・小学校の部
　最優秀賞　飯山舞優さん（東桂小４年）
　「縄文土器はおなべとして使えたのか？」
　優秀賞　藥袋曜平さん（豊富小６年）
　「縄文時代」

　優秀賞　田中　凛さん（双葉西小４年）
　「すばらしい古墳」
●個人研究部門・中学校の部
　最優秀賞　小関里歩さん（山梨英和中２年）
　「よみがえる土器」
　優秀賞　小倉楓子さん（都留第二中１年）
　「私の住んでいる田野倉・小形山史跡調査」
　優秀賞　中江知穂さん（都留第二中１年）
　「六地蔵がつくられたわけ」
●団体研究部門
　最優秀賞　増穂小４年
　「発見！ふるさと増穂のひみつ」
　優秀賞　都留第二中１年
　「身近な地域の歴史を調べよう」

　二声三声咆哮して再びその姿を見せなかった虎は異類の

身となった李徴である（中島敦「山月記）。再び世にその

名を現した虎は、我が幼少時のヒーロー、タイガーマスク

である。仮面の虎の善意は瞬く間に全国に広がった。報道

によってもたらされるのは、いじめや自殺などの悲しみの

連鎖だけではなく、善行の連鎖があることを知り、救われ

た思いがした。李徴は尊大な羞恥心故に人交わりを断って

しまったが、こちらは仮面の下の素性を明かさぬ謙遜さが

世に受け入れられた。

　４月からは、本校にも、その善意のランドセルを背負っ

たかわいい一年生が通ってくる。学区に養護施設があるか

らだ。タイガーマスクの善意の意志を、教育という場で受

け継いでいく順番が回ってきた。子どもたちが明るく健や

かに学校生活を送ることができるように、尽力していかな

ければと思う。本校は、どの職員もみんな優しくて熱意あ

る方ばかりだ。安心して通っておいで、と伝えたい。

　自分のことよりも妻子である他者のことを慮る大切さに

気づいた李徴も、山頂の巌の上で喜びの咆哮をあげている

ことだろう。

（甲府市立新紺屋小学校）

　新年早々、手紙が届いた。差出人を見て、一瞬考えたが、
すぐに誰からの手紙か思い当たった。住所が「神戸市長田
区」になっていたからである。その手紙は、私が教師生活
をスタートさせ、３年間教え（教えられ）た生徒の保護者
からだった。
　大変嬉しかった。と同時に、７年前に送り出した生徒の、
保護者からの手紙であったこととその手紙の内容に、私は
驚かされた。
　その生徒（女子）を、私は２年間担任した。彼女には双
子の兄がいたが、担任をしたことはなかった。手紙には当
然、２年間受け持った彼女（妹）のことが書いてあると思
っていたのだが、違った。「高校合格の際、深沢先生が一
番喜んでくれたと、息子が今でも申しております。本当に
嬉しかったようです」と記されていた。初めて聞かされた
ことである。確かに、私は彼（兄）の合格発表の引率をし
ていた。彼は受験した６人の中で、一番合否を心配した生
徒だった。
　私のとった「一緒に喜ぶ」という一つの行動が、今でも
彼の中に良き思い出としてある。それを考えると幸せな気
持ちになったが、同時に教師という仕事の責任の重さを、
改めて思い知った。何気ない言動が生徒に大きな影響を与
えることもある。
　私は今、３年生の担任をしている。進路に向けて大詰め
の時期。迷い、悩み、焦り、不安と闘う１５歳。彼らと共に、
悩み、心配し、そして最後には思いっきり喜びたい。そう
思った。突然の保護者からの手紙に心が温まった冬休みだ
った。　　　　　　　　　　　　　（南部町立富河中学校）

らくがき

虎と善意

中込繁樹 

突然の贈り物

深沢裕也

12

● らくがき・「第８回わたしたちの研究室」優秀作品の発表と展示のご案内 ●

「第８回わたしたちの研究室」優秀作品の発表と展示のご案内
県立考古博物館

最優秀賞授与式の様子（昨年度）

★応募作品展示会

開催期間：平成２３年２月８日（火）から

　　　　　　　　　　３月６日（日）まで

場　　所：県立考古博物館特別展示室

※来年度も「第９回わたしたちの研究室」を開

催します。詳しくはお問い合わせ下さい。

県立考古博物館学芸課

TEL 055-266-3881



　高さ５階の「地域学習室」からは、眼下に地域特産のトマト

やキュウリを栽培するビニールハウス、遠くには南アルプスを

はじめとする「やまなみ」を３６０°のパノラマで一望するこ

とができます。創立１２３年を迎えた今年は新しい体育館も完

成し、施設・設備の面でも大変充実しています。

◇絆を深める「たてわり活動」　

　本校の一日は、「あいさつリーダー」によるあいさつ運動か

らはじまります。「たてわり」による活動が盛んで、ふれあい

遊び集会やふれあい給食が定期的に行われ、ウォークラリー・

新春ゲーム集会等により、異年齢集団の絆が深まり、全校

２５７名の児童がいじめや不登校のない楽しい学校生活を送っ

ています。

　読書活動も活発で、朝読書はもちろん、図書委員と教職員に

よる読み聞かせや全校児童・教職員による「だいすきな本の紹

介」、ふれあい親子読書、図書集会等、年間を通してたくさん

の本に触れることで、読書への関心を深めています。

◇地域に開かれた学校のシンボル「収穫祭」

　最も特色ある本校の行事は１１月の第２土曜日に実施してい

る収穫祭です。総合的な学習の時間の中で、農業ボランティア

の協力を得ながら各学年に応じた農作物づくりに取り組み、当

日は発表の場を兼ねて保護者・祖父母を含む地域の人々を招待

し、手作りのクッキーやポップコーン、お餅、おにぎり、スイー

トポテトを味わってもらったり、農作物クイズ・パネルセッショ

ンに参加してもらったりしています。

　本校の合言葉は「日本一の学校」です。確かな学力の向上で

もこのことを実現すべく、研究主題「他と関わって問題を解決

していける児童の育成」のもと、「学びの質を高める授業づくり」

に取り組み、１１月には公開研究会を実施しました。

　本校は、平成８年度、県内で初めて知的障害と肢体不

自由を対象とした学校としてスタートしました。開校当

初、児童生徒数６１名・２０学級だった規模は、現在では、

１２０名・３４学級まで増加しました。

　平成１８年度からは医療的ケアを必要とする児童生徒の

ために看護師による医療的ケアを、翌年には訪問教育をそ

れぞれ開始しました。年々、障害の重度重複化、多様化が

進んでいますが、一方で肢体不自由単一の児童生徒も少数

ですが在籍しています。それぞれの児童生徒に応じた教育

課程を編成し、個々の力が十分伸ばせるようなきめ細かな

教育を目指しています。

　また、盲・ろう学校との連携も行いながら、様々な障害

種へのよりよい対応を心がけています。

◇教育課程

　様々な実態の児童生徒に対応するために５つの教育課程

を設定しています。

◇学習集団

　個に応じた指導を大切にしながら、学級、学年、学習グ

ループ、学部等の集団による学習を工夫して実施していま

す。学級編成は障害種別ですが、知的障害と肢体不自由の

児童生徒が一緒に活動をする場面は数多くあります。活動

上、安全面への慎重な配慮が欠かせませんが、障害を越え

た児童生徒同士の交流の場を保障しています。

　このような特別支援教育に転換する以前から実践してき

た総合的な教育は、本県のみならず、全国的にも先進的な

取組となっています。
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● 学校紹介／南アルプス市立南湖小学校・県立ふじざくら支援学校 ●

小学部低学年ブロックお誕生会 中学部水泳教室（河口湖町民プール）

地域学習室と新体育館 収穫祭６年生のお店 公開研究会での授業

知肢併置特別支援学校として
県立ふじざくら支援学校

日本一の学校をめざして
〜家庭で育ち、学校で学び、地域で伸びる、しなやかに開かれた学校〜 

南アルプス市立南湖小学校



　
本
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
部
教
育
相
談
担
当
は
、
面
接
相

談
や
電
話
相
談
を
通
し
て
、
い
じ
め
・
不
登
校
等
で
悩
ん

で
い
る
児
童
生
徒
や
保
護
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
面
接
相
談
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
基
本
的
な
態
度
で
あ

る
「
受
容
・
共
感
・
自
己
一
致
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

行
っ
て
い
ま
す
。
原
則
的
に
は
、
保
護
者
と
子
ど
も
そ
れ

ぞ
れ
を
セ
ン
タ
ー
職
員
で
あ
る
相
談
員
が
担
当
し
、
面
接

を
し
ま
す
。
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
や
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
を
使
っ
て
、
話
を
し
た
り
、
自
由
に
遊
ん

だ
り
、
何
か
を
作
っ
た
り
し
て
、
自
己
表
現
で
き
る
機
会

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
に
対
し
て
は
、
子

ど
も
の
力
を
発
揮
し
や
す
く
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
、
共
に
考
え
、
再
登
校
に
向
け
て
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
面
接
相
談
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
小
学
生
男
子
Ａ
さ
ん
は
、
朝
に
な
る
と
お
腹
が
痛

い
と
訴
え
て
登
校
を
渋
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
母

親
が
理
由
を
聞
く
と
、「
学
校
へ
行
く
と
殺
さ
れ
る
」

と
答
え
ま
し
た
。
外
出
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
、セ
ン
タ
ー
へ
来
談
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
面
接
相
談
が
始
ま
っ
た
頃
の
母
親
は
、
ど
う
対
応
し
た

ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、
学
校
行
事
な

ど
を
利
用
し
て
登
校
さ
せ
る
努
力
は
し
て
い
ま
し
た
。
一

方
、
父
親
は
、
母
親
に
非
協
力
的
で
、
力
ず
く
で
何
と
か

し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
担
任
や
校
長
先
生
は
家
に
迎

え
に
行
き
、
学
校
へ
連
れ
て
行

こ
う
と
し
ま
す
が
、
Ａ
さ
ん
は

車
か
ら
下
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
に
来
談
し
た
Ａ
さ

ん
は
、
最
初
プ
レ
イ
ル
ー
ム

内
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
や
撃
ち
合
い

ゲ
ー
ム
な
ど
、
戦
い
の
遊
び
を

好
み
ま
し
た
。
机
や
椅
子
を

使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
陣

地
を
つ
く
り
陣
地
内
か
ら
攻
撃

し
合
い
ま
す
。
で
も
、
Ａ
さ
ん
の
陣
地
の
守
り
は
と
て
も

強
固
で
し
た
。や
が
て
陣
地
か
ら
出
て
、剣
を
何
本
も
持
っ

て
、相
談
員
に
容
赦
な
く
打
ち
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

相
談
員
も
負
け
じ
と
戦
い
ま
す
が
、
Ａ
さ
ん
の
攻
撃
と
守

り
は
と
て
も
強
く
、
相
談
員
は
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
。
Ａ
さ

ん
は
「
も
っ
と
強
く
攻
撃
し
て
よ
」
と
要
求
す
る
ほ
ど
で

し
た
。

　
面
接
相
談
が
進
む
と
、
母
親
は
「
Ａ
の
気
持
ち
が
学
校

へ
向
く
の
は
、
明
日
か
も
知
れ
な
い
し
、
明
後
日
か
も
知

れ
な
い
」
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
母
親
の
気
持
ち

が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
学
校
で
も
登
校
へ
の
働
き
か
け

を
緩
や
か
に
続
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時

期
に
、Ａ
さ
ん
は
保
健
室
登
校
を
始
め
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー

で
の
遊
び
も
変
化
し
ま
す
。
外
に
出
て
、
池
で
ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
を
始
め
、
遊
ぶ
様
子
も
元
気
そ
の
も
の
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
期
の
あ
る
日
の
こ
と
。
今
に
も
餌
を
挟
も
う

と
し
て
い
る
ザ
リ
ガ
ニ
を
な
ん
と
か
釣
ら
せ
た
い
と
い
う

気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
相
談
員
が
、「
ほ
ら
今
だ
！
」
と

声
を
か
け
る
と
Ａ
さ
ん
は
、

「
先
生
、
あ
わ
て
て
い
る
ね
」

相
談
員
は
、
Ａ
さ
ん
の
言
葉
に
ド
キ
っ
と
し
ま
し
た
。
学

校
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
Ａ
さ
ん

は
、
保
健
室
で
給
食
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
校
長
先
生

が
勉
強
を
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ろ
そ
ろ
教
室
へ
と
考
え
た
先
生
が
手
を
引
い
て

誘
っ
た
日
、
Ａ
さ
ん
は
早
退
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
面
接
相
談
は
そ
の
後
も
続
き
、
撃
ち
合
い
ゲ
ー
ム
や
鬼

ご
っ
こ
、
室
内
で
五
目
並
べ
と
、
遊
び
の
内
容
や
質
も
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
父
親
と
一
緒
に
来
談
す
る
こ
と
も

あ
り
、
父
親
と
Ａ
さ
ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
母
親
の
焦
り
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
肩
の
力

も
抜
け
た
よ
う
で
す
。

　
や
が
て
、
一
日
学
校
に
居
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
室

へ
自
分
で
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
こ
の
よ
う
に
面
接
相
談
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

問
題
の
解
決
に
向
け
た
来
談
者
へ
の
働
き
か
け
で
は
な

く
、来
談
者
の
主
体
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、

安
心
感
や
安
全
感
が
も
て
る
環
境
の
中
で
、
自
由
な
表
現

を
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
「
わ
た
し
ら
し
さ
」
や
も
と
も

と
も
っ
て
い
る
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て

問
題
や
症
状
が
改
善
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
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●面接相談から「先生、あわてているね」 ●

面
接
相
談
か
ら
「
先
生
、
あ
わ
て
て
い
る
ね
」

― 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
部 

―

プレイルーム
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◇山梨県の建造物（近代）について調べる◇
県立図書館　

 調査報告書から調べるには
『山梨県の近代化遺産』（山梨県教育委員会　1997 年刊）

　平成 7 年、江戸末期から終戦までに近代的手法によって作られた産業・交通・土木に関する建造物について、

全県的に所在を調査した記録。主な 75 件の建造物について概要や紹介しています。

『旧山梨県立図書館（山梨県庁第一南別館）記録保存調査報告書』（山梨県教育委員会　2010 年刊）

　貴重な建造物が修理または解体される場合に調査報告書が作られる場合があります。昭和 5 年に県立図書館

として建築され、県庁舎として使用された施設ですが、平成 22 年解体されました。

 藤村式建築を調べるには
『山梨県史　文化財編』（山梨県　1999 年刊）

　県内の国や県市町村に指定された文化財を多数収録しています。近代建造物は明治期に建築された校舎を中心に

収録されています。各建造物の詳しい解説に加え、主な建造物には平面図だけでなく、梁行断面図も掲載されてい

ます。

『山梨の洋風建築　藤村式建築百年』　植松光宏／著（甲陽書房　1977 年刊）

　県令藤村紫朗氏によって建築が勧められた疑洋風建築について、山梨勧業製糸場など現存していない施設や小宮

山弥太郎等建築に携わった棟梁についても解説しています。

「身延町地域資料」（http://www3.town.minobu.lg.jp/lib/shiryou/index.html）

　日川学校など藤村式建築を数多く手がけた下山大工の棟梁、松木輝殷が引いた図面などが公開されています。

 民家を調べるには
　一昔前には県内各地に残されていた伝統的な様式と手法を用いた住居は、現在ほとんど見られなくなりまし

た。その概観は残された古写真などからも調査することができます。

『山梨の草葺民家』　坂本高雄／著（山梨日日新聞社　1994 年刊）

　主に明治大正期に建築された草葺き民家を、実地調査記録を元に解説しています。地域差の大きい屋根、間

取りなど各部位の説明に加えて、家の普請方法や普請の際に口ずさまれた里謡も収録。

　当センターでは、埋蔵文化財に対する理解と郷土への歴

史的認識を深めてもらう場として、例年 3 月から 4 月に

かけて各種のイベントを計画しております。身近な歴史に

触れるまたとない機会ですので、是非足をお運びください。

①知ろう山梨の歴史！「山梨の遺跡展 2011」

　平成 22 年度中に実施した県内各地での発掘調査並び

に整理作業の成果を出土遺物や写真・解説パネルの展示

により紹介し、いち早く一般の方々に公開いたします。

　会　　期：平成23年3月12日（土）～4月10日（日）

　出展遺跡：甲府城跡、梶畑B遺跡ほか

　会　　場：県立考古博物館

　入 場 料：無料　＊駐車場あり

②「遺跡調査発表会」

　平成 22 年度中に県内で発掘調査された遺跡の中から、

特に注目を集めた遺跡について、各調査担当者から映写

をまじえながら、わかりやすく説明していただきます。

また、出土遺物の展示も合わせて行います。

日　　時：平成 23 年 3 月 12 日（土）13:00

　発表遺跡：金生遺跡、甲斐国分寺跡、三ヶ所遺跡、

百々・上八田遺跡、甲府城跡

会　　場：帝京大学山梨文化財研究所

入 場 料：無料　＊駐車場あり

③ 第３回「昔覚ゆる甲府城」展

　～築城技術と甲州大工文化～

　平成 2 年度より進められてきた舞鶴城公園整備事業

により復元・修復された歴史的建築に焦点をあて、その

技術的な資料や新知見を中心に、大工道具やそれらに係

る出土遺物の展示を通じて、築城技術と甲州の大工文化

の歴史について紹介いたします。また、企画展開催中、

4 月 10 日（日）に記念講演会を行う予定となっており

ます。

会　　期：平成 23 年 4 月 8 日（金）～ 17 日（日）

会　　場：甲府城稲荷櫓

入 場 料：無料

◆お問い合わせ先　県埋蔵文化財センター

　電話 055-266-3016　FAX 055-266-3882

　URL:http://www.pref.yamanashi.jp/maizou-bnk/
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山梨の文化財

県
指
定
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

　
　
久く

お

ん

じ

遠

寺

　

相そ

う

り

ん

と

う

輪

塔

（

身

延

町

上

の

山

）

（
平
成
二
十
三
年
　
一
月
六
日
指
定
）

　
久
遠
寺
相
輪
塔
は
、
江
戸
時
代
に
形
成
さ
れ
た
身
延
山
の
霊
域
、
上
の
山
地
域
内
に
あ
る
久

遠
寺
の
支
院
、
大
光
坊
境
内
地
に
所
在
す
る
仏
塔
で
、
塔
身
に
あ
る
銘
文
か
ら
、
天
明
元
年

（
一
七
八
一
年
）
造
立
と
さ
れ
る
。

　
幾
度
か
の
設
置
場
所
の
変
遷
を
経
て
、
昭
和
十
一
年
に
現
在
地
に
移
設
さ
れ
た
。

　
相
輪
塔
は
、
四
本
の
支
柱
で
支
え
ら
れ
、
木
製
の
芯
に
青
銅
板
を
張
り
付
け
た
も
の
と
な
っ

て
い
て
、
一
辺
五
・
一
ｍ
、
高
さ
一
・
一
四
ｍ
の
石
積
み
基
壇
上
に
、
花
崗
岩
製
の
礎
石
を
基
盤

と
し
て
造
ら
れ
、
礎
石
上
面
か
ら
塔
頂
部
ま
で
の
高
さ
は
、
七
・
四
五
ｍ
と
な
っ
て
い
る
。

　
相
輪
塔
は
、
近
代
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の
を
含
め
て
全
国
に
十
七
基
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら

の
多
く
が
九
輪
⑴

の
相
輪
な
ど
で
飾
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
久
遠
寺
相
輪
塔
は
、
笠か

さ
と
う
ば

塔
婆
⑵

に
五
輪
塔
⑶

を
乗
せ
た
他
に
類
例
が
少
な
い
特
徴
的
な
も
の
で
、
建
造
物
と
し
て
希
少
価
値
の

高
い
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
塔
身
十
箇
所
に
あ
る
銘
文
に
は
、
造
立
の
経
緯
や
こ
れ
ま
で
の

寺
歴
で
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
跡
な
ど
が
記
さ
れ
、
歴
史
的
、
学
術
的
に
貴
重
な
資
料
と

も
な
っ
て
い
る
。

⑴
一
五
重
塔
な
ど
の
頂
上
部
に
あ
る
九
つ
の
輪
装
飾

⑵
塔
身
の
上
に
笠
を
乗
せ
、
頂
上
に
宝
珠
も
し
く
は
相
輪
を
立
て
た
塔

⑶
供
養
塔
、
墓
塔
と
し
て
使
わ
れ
る
仏
塔
の
一
種

表紙を飾る

作品タイトル

「親愛なる人魚姫へ」
（平成２２年度県高等学校芸術文化祭美術

工芸部門　芸術文化祭賞　受賞作品）

〈作品の紹介〉

　この絵は私の好きな曲をイメージ化したもの

です。

　絵を描いている時、なかなか筆が進まずもう

諦めてしまおうかとも思いましたが、友達に「お

互いがんばろう」と励まされ、奮起できました。

絵を描くことは本当に自己との戦いなんだと、

長かった道のりを振り返っています。受賞の結

果が出たときは、苦労した分喜びも一入でした。

指導者：石田泰道　教諭

県
立
甲
府
第
一
高
等
学
校

　
第
一
学
年

　
　
　
　
　
土
橋
　
祥
子

教
育
や
ま
な
し
（
二
三
四
号
）
平
成
二
十
三
年
三
月
十
日
　
発
行
／
山
梨
県
教
育
委
員
会
　
編
集
／
教
育
庁
総
務
課
　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
〇
四
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
電
話
〇
五
五
（
二
二
三
）
一
七
四
一

主な行事予定

県
立
美
術
館

■
特
別
展

「
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ

い
の
ち
の
輝
き
、
子
ど
も
の
い
る
風
景
」

４
／
16
〜
６
／
12

県
立
博
物
館

■
開
館
五
周
年
・
北
斎
生
誕
二
五
〇
年
記
念
特
別
展

「
北
斎
の
冨
嶽
三
十
六
景
」

３
／
19
〜
５
／
９

県
立
考
古
博
物
館

■
特
別
展

知
ろ
う
山
梨
の
歴
史
！

「
山
梨
の
遺
跡
展
二
〇
一
一
」

３
／
12
〜
４
／
10

県
立
文
学
館

■
企
画
展

「
文
芸
映
画
の
た
の
し
み
」

　
４
／
29
〜
６
／
19

「声かけ　あいさつ」みんなで実践 !!
◆教育に関する疑問、質問等がありましたらお気軽に E-mail 又は FAX して下さい。

　アドレス：kyouikusom@pref.yamanashi.lg.jp　FAX：055 − 223 − 1744

◆教育やまなしのバックナンバーがインターネットでご覧いただけます。

　ＵＲＬ：http://www.pref.yamanashi.jp/kyouiku/46150769857.html


